
議会で取り上げた質問について「なぜ？」その問題を取り上げたか
「どのように」沖縄県が考えているかなどをお伝えしていきます。
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沖縄県議会棟602号
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沖
縄
県
内
の
経
済
活
性
化
を
図

る
た
め
に
は
、
県
産
品
の
積
極
的

な
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。
県
産

品
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
労
働
賃

金
や
原
材
料
費
が
県
内
に
と
ど
ま

り
、
地
域
経
済
の
循
環
を
促
進
で

き
る
。
し
か
し
、
県
外
か
ら
の
資

材
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
り
、

資
金
が
県
外
へ
流
出
し
、
県
内
経

済
に
十
分
な
波
及
効
果
を
も
た
ら

さ
な
い
問
題
が
あ
る
。
特
に
公
共

事
業
で
は
、
発
注
先
の
県
内
企
業

が
県
外
企
業
と
業
務
協
力
を
行
う

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
県
費
の
流
出
が

発
生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
公
共
発
注
に
お
い
て

協
力
企
業
ま
で
確
認
し
、
県
内
で

製
造
・
調
達
可
能
な
も
の
は
で
き

る
限
り
県
内
で
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
質
問
を

行
っ
た
。

【
質
問
】
県
産
品
の
利
用
促
進
を
強

化
す
る
こ
と
で
、
県
内
経
済
循
環

　

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
は
、
先
天
性
の
代
謝
異
常
や

内
分
泌
疾
患
な
ど
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
の
検
査
。
通
常
、
生
後

数
日
以
内
に
足
の
か
か
と
か
ら
少

量
の
血
液
を
採
取
し
、
特
定
の
疾

患
を
調
べ
る
。
日
本
で
は
現
在
20

種
類
以
上
の
疾

患
が
対
象
と

な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
疾
患

は
早
期
に
治
療

す
れ
ば
重
篤
な

症
状
を
防
ぐ
こ

と
が
可
能
。
検

査
は
自
治
体
が

実
施
し
、
多
く
の
場
合
、
公
費
で

負
担
さ
れ
、
県
内
で
は
全
分
娩
取

扱
医
療
機
関
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

国
や
琉
球
大
学
・
医
師
会
な
ど
の

実
証
事
業
を
活
用
し
、
対
象
疾
患

を
20
疾
患
か
ら
29
疾
患
へ
と
拡
大

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
継
続
的

な
実
施
と
財
源
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
の
対
象
疾
患
を
拡
大
し

た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
発
見
さ

れ
た
事
例
は
あ
る
か
。
ま
た
、
令

和
8
年
度
以
降
も
継
続
で
き
る
よ

う
財
源
を
確
保
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

【
答
弁
】
県
は
、

令
和
6
年
11
月

か
ら
29
疾
患
を

対
象
に
検
査
を

実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
1

例
の
先
天
異
常

が
確
認
さ
れ
、

発
症
前
に
遺
伝

子
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
拡
充
は
国
の
実

証
事
業
に
基
づ
い
て
お
り
、
令
和

7
年
度
ま
で
の
実
施
が
決
定
し
て

い
る
が
、
令
和
8
年
度
以
降
の
継

続
に
つ
い
て
は
全
国
知
事
会
を
通

じ
て
国
に
安
定
的
な
財
政
措
置
を

要
請
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
の
入
館
料

（
2
1
8
0
円
）
は
全
国
的
に
低
め
に

設
定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
の
観
光
施

設
の
料
金
設
定
の
基
準
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
他
の
施
設
も
料
金

を
引
き
上
げ
に
く
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
令
和
6
年
度
の
入
館
者
数
は

毎
月
30
万
人
以
上
と
多
く
、
仮
に

1
0
0
0
円
値
上
げ
す
れ
ば
年
間
で

約
30
億
円
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
収
益
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
施

設
の
維
持
・
拡
張
、
周
辺
整
備
、
観

光
施
策
の
財
源
確
保
が
可
能
と
な
る
。

さ
ら
に
、
宿
泊
税
の
活
用
に
つ
い
て

も
、
観
光
事
業
者
か
ら
「
観
光
目
的

に
限
定
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
あ
り
、

適
正
な
財
源
活
用
の
た
め
に
も
料
金

改
定
が
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
、

質
問
を
行
っ
た
。

【
質
問
】
美
ら
海
水
族
館
の
入
館
料
が

他
の
観
光
施
設
の
価
格
上
限
と
な
り
、

値
上
げ
が
難
し
い
状
況
を
生
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
1
0
0
0

円
の
値
上
げ
で
約
30
億
円
の
増
収
が

見
込
ま
れ
る
が
、
こ
れ
を
施
設
の
充

実
や
観
光
施
策
に
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
さ
ら
に
、
県
と
し
て
国
と

協
議
し
、
料
金
引
き
上
げ
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
提
案
し
た
。

【
答
弁
】
県
は
、
美
ら
海
水
族
館
の
入

館
料
は
令
和
4
年
10
月
に
改
定
さ
れ
、

現
在
2
1
8
0
円
と
な
っ
た
こ
と
を

説
明
。
令
和
5
年
度
の
入
館
者
数
は

約
2
9
5
万
人
、
令
和
6
年
度
の
6

月
末
時
点
で
約
75
万
人
と
な
っ
て
お

り
、
施
設
の
運
営
は
安
定
し
て
い
る

と
報
告
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
時
点

で
は
料
金
改
定
の
予
定
は
な
い
と
の

方
針
を
示
し
た
。

　

美
ら
海
水
族
館
の
入
館
料
は
全
国

の
主
要
水
族
館
と
比
べ
て
も
低
く
、

観
光
需
要
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
る
と

適
正
な
価
格
改
定
の
余
地
が
あ
る
。

し
か
し
、
県
は
現
在
の
料
金
設
定
で

安
定
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

直
ち
に
改
定
す
る
考
え
は
示
さ
な

か
っ
た
。

　

一
方
、
美
ら
海
水
族
館
の
料
金
が

県
内
観
光
施
設
の
価
格
上
限
の
指
標

と
な
り
、
他
施
設
が
値
上
げ
し
に
く

い
状
況
が
あ
る
。
資
材
価
格
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
、
観
光
施
設
の
運
営
コ

ス
ト
が
上
昇
す
る
中
、
料
金
設
定
の

見
直
し
に
よ
る
収
益
向
上
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
宿
泊
税
の

活
用
に
つ
い
て
も
、
観
光
業
界
か
ら

「
観
光
事
業
に
限
定
す
べ
き
」
と
の
意

見
が
あ
る
が
、
県
は
観
光
関
連
事
業

に
活
用
し
つ
つ
、
制
度
設
計
の
中
で

活
用
範
囲
を
検
討
し
て
い
く
と
し
た
。

　

今
後
、
観
光
施
設
の
収
益
向
上
を

通
じ
、
地

域
全
体
の

イ
ン
フ
ラ

整
備
や
観

光
振
興
を

ど
の
よ
う

に
進
め
る

か
が
課
題

と
な
る
。

を
高
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
I
T
関
連
産
業
に
お
い
て
も
、

県
内
企
業
が
受
注
し
て
も
実
際
の

業
務
を
県
外
企
業
が
担
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
、
県
費
の
流
出
が
生
じ
て

い
る
。
公
共
発
注
に
お
い
て
協
力

先
企
業
ま
で
確
認
す
る
仕
組
み
を

構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
県
は
、
域
内
自
給
率
の
向

上
と
県
内
経
済
循
環
の
促
進
が
重

要
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

そ
の
た
め
、
県
内
で
生
産
・
調
達

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
可
能

な
限
り
県
内
企
業
へ
の
優
先
発
注

を
進
め
、
県
産
品
の
活
用
を
推
進

し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
I
T

企
業
を
含
め
、
県
内
企
業
の
育
成
・

強
化
を
図
り
な
が
ら
、
県
経
済
の

好
循
環
を
促
進
し
て
い
く
方
針
を

示
し
た
。

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
の
入
館
料
引
き
上
げ
の

必
要
性
と
そ
の
影
響

　令和 6年の 6月の 2期目再選後、開催された定例会の本会議において、県産品の利用奨励、土地価格の上昇、労働力不足、
那覇空港の動く歩道、観光施設の料金設定、住民避難の連携、文化芸術の振興、夜間中学校の設置、観光の持続可能性、
喫煙対策、高齢者福祉政策、被害者支援、ワシントン駐在事務所問題、国保財政、新生児マススクリーニング、自衛隊の
学校訪問、教員のメンタルヘルス対策、知事公舎の使用問題、さらには県の財政健全化、子育て支援策、デジタル化推進、
防災計画の見直し、環境保護対策についても取り上げました。これらの課題について、具体的な政策の進捗状況や今後の
方針を確認し、県民の生活向上に向けた施策の充実を求めました。以下、その中での主な質疑応答をまとめました。

令和6年6月議会・
9月議会・11月議会・

令和7年2月議会における質問

令和7年
2月議会

県
産
品
の
活
用
と

県
内
経
済
循
環
の
強
化

令和6年
6月議会

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
拡
充

令
和
6
年
6
月
議
会

撮影場所：国営沖縄記念公園（海洋博公園）

　

県
た
ば
こ
税
の
収
入

は
、
令
和
5
年
度
で
県

税
で
約
20
億
円
、
市
町

村
税
で
約
1
2
5
億

円
、
合
計
約
1
4
6
億

円
に
達
し
て
お
り
、
県

や
市
町
村
の
財
政
に
お

い
て
一
定
の
重
要
性
を

持
つ
。
一
方
、
た
ば
こ

の
健
康
へ
の
影
響
は
大

き
く
、
特
に
受
動
喫
煙

の
防
止
は
県
民
の
健
康

を
守
る
上
で
不
可
欠
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
内
で
は
、
観
光
地

や
繁
華
街
を
中
心
に
路

上
喫
煙
の
問
題
が
見
受

け
ら
れ
、喫
煙
者
が
ル
ー

ル
を
十
分
に
認
識
し
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
非
喫
煙
者
に
と
っ
て

受
動
喫
煙
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
宮
古
島
な
ど
で
は

葉
た
ば
こ
の
生
産
が
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
規
模
を
誇
り
、
地
域
経

済
の
一
角
を
担
っ
て
い
る
こ
と
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
単
に
喫
煙
を
抑
制
す
る
だ
け
で

な
く
、
た
ば
こ
税
の
適
正
な
活
用

や
喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
、
適
切
な

分
煙
環
境
の
整
備
と
い
っ
た
多
角

的
な
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、

路
上
喫
煙
の
禁
止
区
域
が
設
け
ら

れ
て
い
る
が
、
観
光
客
や
県
民
が

誤
っ
て
喫
煙
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
受
動
喫

煙
を
防
ぐ
た
め
の
環
境
整
備
、
具

体
的
に
は
適
切
な
場
所
へ
の
喫
煙

所
の
設
置
が
必
要
と
考
え
、
質
問

を
行
っ
た
。

【
質
問
】
令
和
5
年
度
の
県
た
ば
こ

税
お
よ
び
市
町
村
た
ば
こ
税
の
収

入
額
に
つ
い
て
確
認
を
求
め
た
。

さ
ら
に
、
県
の
受
動
喫
煙
対
策
に

関
し
て
、
路
上
喫
煙
の
禁
止
区
域

内
で
も
喫
煙
者
が
見
受
け
ら
れ
る

現
状
を
指
摘
し
、
そ
の
要
因
と
し

て
喫
煙
所
の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
提
起
。
こ
う
し

た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
県
が

率
先
し
て
分
煙
環
境
の
整
備
に
取

り
組
む
べ
き
と
提
案
し
た
。

【
答
弁
】
令
和
5
年
度
の
た
ば
こ
税

収
入
に
つ
い
て
、
県
税
が
20
億
円

超
、
市
町
村
税
が
1
2
5
億
円
超

で
あ
り
、
合
計
1
4
6
億
円
余
り

で
あ
る
こ
と
、
受
動
喫
煙
対
策
に

つ
い
て
は
、
健
康
増
進
法
の
基
準

を
満
た
す
喫
煙
室
の
設
置
を
含
め
、

施
設
管
理
者
へ
の
指
導
や
助
言
を

行
っ
て
い
る
と
説
明
。
ま
た
、
県

の
健
康
増
進
計
画
で
は
主
に
職
場

や
家
庭
内
の
受
動
喫
煙
対
策
を
重

視
し
て
き
た
が
、
県
民
調
査
の
結

果
、
路
上
で
の
受
動
喫
煙
が
新
た

な
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
屋
外

に
喫
煙
所
設
置
に
つ
い
て
は
、
関

係
部
局
や
他
県
の
事
例
、
専
門
家

の
意
見
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
方
針
を
示
し
た
。

沖縄県におけるたばこ税の状況と
受動喫煙対策について　令和 6年 9月議会
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沖
縄
県
に
お
け
る
教
職
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の

現
状
と
今
後
の
方
針

令
和
7
年
2
月
議
会

　

那
覇
空
港
と
沖

縄
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
（
ゆ
い
レ
ー
ル
）

を
結
ぶ
動
く
歩
道

は
、
高
齢
者
や
妊

婦
、
荷
物
を
持
つ

観
光
客
な
ど
の
移

動
を
支
援
す
る
目

的
で
設
置
さ
れ

た
。
し
か
し
、
令

和
4
年
9
月
か
ら

ゴ
ム
ベ
ル
ト
の
老

朽
化
を
理
由
に
運
用
が
停
止
さ

れ
て
お
り
、
利
用
者
の
不
便
さ

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
6
月
議

会
で
は
、
こ
の
施
設
の
必
要
性

や
修
繕
に
か
か
る
費
用
に
つ
い

て
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
9
月
議

会
で
は
そ
の
後
の
検
討
結
果
と

し
て
新
た
な
方
針
が
示
さ
れ

た
。

【
6
月
議
会
の
議
論
】

【
質
問
】
動
く
歩
道
の
運
用
停
止
の
具
体

的
な
理
由
や
今
後
の
修
繕
計
画
に
つ
い

て
、
県
の
見
解
を
問
う
た
。
修
繕
に
は
3

億
2
千
万
円
も
の
予
算
が
必
要
と
さ
れ
る

が
、
40
メ
ー
ト
ル
の
動
く
歩
道
の
修
繕
に

対
し
、
こ
の
費
用
が
適
正
で
あ
る
の
か
疑

　

沖
縄
県
で
は
、
精
神
疾
患
に
よ
る
教

職
員
の
病
気
休
職
者
が
多
く
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
県
は
那
覇
市
と
連
携
し
、
保

健
師
や
I
C
T
を
活
用
し
た
研
修
・
復

職
支
援
を
含
む
調
査
研
究
事
業
を
実
施

し
、一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。ま
た
、

知
事
部
局
で
も
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職

者
が
多
く
、
職
員
の
健
康
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
職
員
の
精
神

疾
患
と
沖
縄
の
子
ど
も
の
貧
困
問
題
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
も
指
摘
が
あ
り
、

よ
り
包
括
的
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
る
。

【
議
論
の
概
要
】

県
と
那
覇
市
の
調
査
研
究
事
業
の
進
捗

に
つ
い
て
、
県
は
、
専
門
人
材
と

I
C
T
を
活
用
し
た
研
修
・
復
職
支
援

に
よ
り
、
学
校
現
場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
説
明
。

特
に
那
覇
市
立
学
校
で
は
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
受
検
率
が
令
和
4
年
度
の

約
3
倍
に
増
加
し
、
1
4
0
0
人
の
教

員
を
対
象
と
し
た
調
査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

調
査
研
究
事
業
は
最
終
年
度
を
迎
え
る

が
、
県
は
国
の
事
業
へ
の
継
続
エ
ン
ト

リ
ー
を
予
定
し
、
市
町
村
教
育
委
員
会

と
連
携
し
た
持
続
可
能
な
仕
組
み
の
構

築
を
検
討
し
て
い
る
と
し
た
。

教
職
員
の
病
気
休
職
と
学
力
・
不
登
校

と
の
関
連
に
つ
い
て
、
県
は
一
定
の
相

関
関
係
を
認
識
し
、
家
庭
環
境
や
社
会

的
要
因
も
影
響
し
て
い
る
と
説
明
。
労

働
安
全
衛
生
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
啓
発
が
重
要
で
あ
り
、
市
町
村
と
連

携
し
て
対
策
を
強
化
す
る
と
し
た
。

令
和
8
年
度
以
降
の
継
続
に
向
け
、
一

括
交
付
金
の
活
用
を
提
案
。
県
は
市
町

村
の
労
働
安
全
衛
生
管
理
を
支
援
す
る

観
点
か
ら
、
財
源
確
保
を
検
討
す
る
と

し
た
。
企
画
部
長
は
、
ソ
フ
ト
交
付
金

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
要
件
を
満
た

せ
ば
対
応
を
検
討
す
る
と
述
べ
た
。

　

本
議
会
で
は
、
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
の
成
果
と
今
後
の
方
針
が

議
論
さ
れ
た
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
受

検
率
の
向
上
な
ど
一
定
の
成
果
が
あ
る

一
方
、
令
和
8
年
度
以
降
の
継
続
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
知
事
部
局
で
も
精

神
疾
患
に
よ
る
休
職
者
が
多
く
、
対
策

の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
貧

困
問
題
や
教
育
環
境
と
の
関
連
も
指
摘

さ
れ
、
よ
り
広
範
な
視
点
で
の
対
策
が

必
要
と
さ
れ
た
。
今
後
は
、
一
括
交
付

金
の
活
用
を
含
め
た
財
源
確
保
や
、
県

庁
・
関
連
企
業
へ
の
対
策
展
開
を
進
め
、

県
全
体
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　

戦
後
80
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
戦

中
・
戦
後
の
混
乱
期
に
学
ぶ
機
会
を
失
っ

た
世
代
や
、
現
在
何
ら
か
の
理
由
で
学

校
に
通
え
な
い
生
徒
、
外
国
人
住
民
へ

の
日
本
語
教
育
の
場
と
し
て
、
各
都
道

府
県
に
公
立
夜
間
中
学
校
の
設
置
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
県
内
に
は

公
立
夜
間
中
学
校
が
な
く
、
そ
の
整
備

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
県
内
の
市
町

村
の
状
況
を
踏
ま
え
、
県
と
し
て
の
対

応
方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
た
。

【
質
問
】
知
事
公
約
と
し
て
の
夜
間
中
学

校
の
設
置
に
つ
い
て
、
県
内
の
市
町
村

の
検
討
状
況
と
、
県
と
し
て
の
対
応
を

問
う
た
。
ま
た
、
市
町
村
が
設
置
を
見

送
る
中
、
県
が
主
体
と
な
っ
て
設
置
を

進
め
る
考
え
は
あ
る
の
か
を
確
認
し
た
。

特
に
、
那
覇
市
が
教
員
配
置
の
課
題
を

指
摘
し
て
い
る
が
、
県
の
支
援
の
余
地

は
な
い
の
か
を
問
い
、
見
解
を
求
め
た
。

【
答
弁
】
県
教
育
委
員
会
は
、
令
和
6
年

10
月
に
3
市
村
へ
設
置
検
討
状
況
を
調

査
し
た
結
果
、
令
和
7
年
1
月
末
時
点

で
全
て
の
市
町
村
が
設
置
し
な
い
方
針

で
あ
る
と
報
告
。
し
か
し
、
平
成
30
年

度
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
検
討
委
員
会
の
県

主
体
案
を
参
考
に
、
今
後
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
く
と
述
べ
た
。

　

現
在
は
、
市
町
村
設
置
案
と
県
設
置

案
の
両
方
が
検
討
委
員
会
で
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
し
た
。
那
覇
市
は
、
最
後

ま
で
設
置
を
検
討
し
て
お
り
、
令
和
5

年
と
令
和
6
年
に
計
6
回
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
教
員
配
置
に
関
す
る
要
望

も
受
け
て
お
り
、
県
と
し
て
最
大
限
支

援
で
き
る
よ
う
説
明
を
進
め
て
き
た
。

　

知
事
は
、
学
ぶ
機
会
を
逃
し
た
方
々

の
思
い
を
尊
重
し
、
引
き
続
き
教
育
委

員
会
と
連
携
し
な
が
ら
調
査
と
検
討
を

進
め
る
方
針
を
示
し
た
。

　

知
事
公
約
で
最
も
進
ん
で
い
な
い
項

目
の
一
つ
で
あ
る
。
知
事
も
こ
の
問
題

の
重
要
性
を
認
識
し
、
戦
後
80
年
の
節

目
に
向
け
て
必
要
な
調
査
と
協
議
を
進

め
る
方
針
を
示
し
た
。
今
後
、
県
主
体

で
の
設
置
が
具
体
化
す
る
か
が
注
目
さ

れ
る
。

　

沖
縄
県
の
文
化
芸
術
振
興
は
、
観
光
産

業
と
も
密
接
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
伝
統
芸
能
の
保
存
・
継
承
や
、
新
た

な
芸
術
活
動
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
令
和
6
年
度
に
は
文
化
芸
術
奨
励
支

援
事
業
が
創
設
さ
れ
、
若
手
芸
術
家
の
活

動
支
援
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
平
成
26
年

に
策
定
さ
れ
た
「
沖
縄
県
立
芸
能
シ
ア

タ
ー
・
文
化
発
信
交
流
拠
点
整
備
基
本
計

画
」
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
現

状
に
即
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
文
化
財
レ
ベ
ル
の
資
料
や
映

像
の
保
管
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
し
て
も
、

適
切
な
保
存
環
境
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
令
和
7
年
2
月
議
会
で
は
、
奨
励

金
制
度
の
運
用
状
況
、
文
化
芸
術
振
興
基

金
の
設
立
、
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
の
進
捗
な

ど
が
議
論
さ
れ
、
文
化
振
興
を
持
続
可
能

な
形
で
発
展
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
が

問
わ
れ
た
。

【
令
和
6
年
9
月
議
会
の
議
論
】

【
質
問
】
令
和
6
年
度
に
新
た
に
設
け
ら

れ
た
文
化
芸
術
奨
励
金
制
度
に
つ
い
て
、

そ
の
設
計
状
況
と
申
請
者
に
と
っ
て
使
い

や
す
い
制
度
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
。

問
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
ゆ
い
レ
ー
ル
の
駅

階
段
の
、
高
齢
者
や
荷
物

を
持
っ
た
旅
行
者
の
移
動

負
担
が
大
き
い
こ
と
を
挙

げ
、
動
く
歩
道
の
修
繕
に

限
ら
ず
、
よ
り
実
効
性
の

あ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
主
張
し
た
。

【
答
弁
】
県
は
、
動
く
歩
道

が
利
用
者
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

修
繕
工
事
を
予
定
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

修
繕
費
用
は
3
億
2
千
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
、
利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し

た
上
で
施
設
の
継
続
使
用
が
必
要
で
あ

る
と
の
考
え
を
示
し
た
。
し
か
し
、
議

員
の
提
案
も
踏
ま
え
、
今
後
関
係
機
関

と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
検
討
を
進

め
る
と
し
た
。

【
9
月
議
会
の
議
論
】

【
質
問
】
6
月
議
会
で
指
摘
さ
れ
た
動
く

歩
道
の
修
繕
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の

意
見
交
換
を
踏
ま
え
た
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
県
の
見
解
を
求
め
た
。

【
答
弁
】
県
は
、
6
月
議
会
の
議
論
を
受

け
て
関
係
機
関
や
各
種
団
体
と
意
見
交
換

ま
た
、「
沖
縄
県
立
芸
能
シ
ア
タ
ー
・
文

化
発
信
交
流
拠
点
整
備
」
に
関
し
て
、

県
立
郷
土
劇
場
に
代
わ
る
施
設
整
備
の

進
捗
状
況
や
、
芸
能
団
体
と
の
意
見
交

換
の
状
況
を
問
い
、
新
た
な
拠
点
施
設

よ
り
も
稽
古
場
や
道
具
類
の
保
管
場
所

の
整
備
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
と
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
県
の
対
応
方
針
に
つ

い
て
見
解
を
求
め
た
。

　

さ
ら
に
、
伝
統
芸
能
の
舞
台
記
録
、

文
芸
の
原
稿
、
写
真
ネ
ガ
、
映
像
資
料

な
ど
の
適
切
な
保
存
の
必
要
性
を
挙
げ
、

稽
古
場
や
道
具
類
の
保
管
場
所
に
併
設

す
る
形
で
、
こ
れ
ら
の
保
存
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
こ
と
は
可
能
か
を
質
問
し

た
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
分
野
に
関
す
る
専

門
員
を
県
職
員
と
し
て
配
置
し
、
関
係

者
と
の
意
見
交
換
を
促
進
す
る
こ
と
や
、

沖
縄
本
島
だ
け
で
な
く
、
宮
古
・
石
垣

な
ど
の
地
域
に
も
文
化
拠
点
を
設
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
提
案
し
た
。
加
え

て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
「
マ
グ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・

テ
ー
プ
・
ア
ラ
ー
ト
」（
2
0
2
5
年
ま

で
に
磁
気
テ
ー
プ
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
な

い
と
デ
ー
タ
消
失
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
）

を
踏
ま
え
、
県
内
の
貴
重
な
映
像
・
言

語
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
捗
や
、
県

立
博
物
館
・
美
術
館
の
収
蔵
資
料
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
方
針
に
つ
い
て
県
の
見
解

を
求
め
た
。

【
答
弁
】
県
は
、
文
化
芸
術
奨
励
金
制
度

に
つ
い
て
、
他
県
の
事
例
や
関
係
団
体

の
意
見
を
参
考
に
制
度
設
計
を
進
め
て

お
り
、
10
月
か
ら
募
集
を
開
始
し
、
年

内
に
対
象
者
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る

と
説
明
し
た
。
拠
点
整
備
に
つ
い
て
は
、

令
和
5
年
度
の
調
査
で
新
た
な
拠
点
施

設
の
ニ
ー
ズ
は
低
く
、
稽
古
場
や
道
具

類
の
保
管
場
所
の
必
要
性
が
高
い
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
既
存
施
設
の
有
効

活
用
を
中
心
に
支
援
策
を
検
討
し
て
い

る
と
し
た
。

　

ま
た
、
資
料
・
映
像
の
保
管
に
つ
い

て
は
、
稽
古
場
や
道
具
類
の
保
管
場
所

と
併
せ
た
整
備
を
検
討
す
る
方
針
を
示

し
た
。
さ
ら
に
、
文
化
専
門
員
の
配
置

に
つ
い
て
は
文
化
団
体
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
専
門
職
の
配
置
に
つ
い
て
研
究

中
で
あ
り
、
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
の
設
置

に
つ
い
て
も
、
地
域
ご
と
の
文
化
特
性

を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る
と
述
べ
た
。

磁
気
テ
ー
プ
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

は
、
県
立
博
物
館
・
美
術
館
で
一
部
進

め
て
お
り
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
と
し
た
。

【
令
和
7
年
2
月
議
会
の
議
論
】

【
質
問
】
文
化
芸
術
奨
励
金
制
度
の
応
募

状
況
と
給
付
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
、

制
度
の
使
い
勝
手
に
課
題
が
あ
る
と
の

声
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
改
善
の
余

地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
提
起
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
7
年
度
に
新
た
に
提
案

さ
れ
た
「
沖
縄
県
文
化
芸
術
振
興
基
金

条
例
」
に
よ
る
2
億
5
千
万
円
の
基
金

の
目
的
と
活
用
方
針
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
分
野
の
専
門
家
が

審
査
・
助
言
を
行
う
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ

ル
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
確
認
し
、
基

金
を
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
事
業
に
活
用

す
る
こ
と
は
可
能
か
と
尋
ね
、
さ
ら
に

観
光
目
的
税
（
宿
泊
税
）
を
文
化
芸
術

振
興
基
金
の
財
源
と
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
を
確
認
し
た
。

【
答
弁
】
県
は
、
令
和
6
年
度
の
奨
励
金

制
度
に
つ
い
て
、
45
件
の
応
募
が
あ
り
、

う
ち
8
件
を
採
択
し
、
最
大
60
万
円
の

支
給
を
決
定
し
て
い
る
と
説
明
。
現
在
、

給
付
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、
令
和
7

年
度
も
継
続
し
、
関
係
団
体
と
協
議
し

な
が
ら
制
度
の
改
善
を
検
討
し
て
い
く

と
述
べ
た
。

　

文
化
芸
術
振
興
基
金
は
、
令
和
7
年

度
に
2
億
5
千
万
円
を
積
立
て
、
継
続

的
な
文
化
支
援
を
目
指
す
と
し
た
。ア
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
に
つ
い
て
は
、
審
査
・

助
言
を
通
じ
て
文
化
団
体
の
成
長
を
促

進
し
て
い
る
が
、
基
金
を
活
用
す
る
に

は
制
度
設
計
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

と
説
明
し
た
。
宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、

観
光
地
の
環
境
整
備
や
受
入
体
制
の
強

化
を
主
な
目
的
と
し
て
お
り
、
文
化
芸

術
振
興
基
金
に
は
充
当
し
な
い
方
針
を

示
し
た
。

　

宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
文
化
振
興
と

の
連
携
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
も
の

の
、
観
光
事
業
へ
の
活
用
が
優
先
さ
れ

る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
今
後
、
文
化
芸

術
の
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
強
化
し
、

継
続
的
な
施
策
と
し
て
発
展
さ
せ
る
か

が
課
題
と
な
る
。

を
実
施
し
、修
繕
計
画
の
再
検
討
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
新
た
な
方
針
と
し
て
、

空
港
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
へ
向
か
う
上

り
勾
配
の
動
く
歩
道
は
修
繕
・
継
続
す

る
が
、
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
か
ら
空
港
へ
向

か
う
下
り
勾
配
の
動
く
歩
道
に
つ
い
て

は
撤
去
し
、
通
路
幅
を
拡
張
す
る
こ
と

を
決
定
。
ま
た
、
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
し
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を

進
め
て
い
く
方
針
を
示
し
た
。

　

那覇空港の動く歩道に関する議論の経緯
令和6年6月議会・9月議会

沖
縄
県
の
文
化
芸
術
振
興
に
関
す
る
議
論
の
経
緯

令
和
6
年
9
月
議
会
・
令
和
7
年
2
月
議
会

沖
縄
県
に
お
け
る

夜
間
中
学
校
の
設
置
に

関
す
る
議
論

令
和
7
年
2
月
議
会

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
成
果

令
和
8
年
度
以
降
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
社
会
的
背
景

一
括
交
付
金
の
活
用


